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1 芦屋町の概要 
 

芦屋町は福岡県の北端、響灘に面した町です。 

行政面積 11.60 ㎢のうち、町の中央部を流れる一

級河川遠賀川と航空自衛隊芦屋基地で町域の約 3

分の 1を占めているため、実質的な行政面積は福

岡県の中で下位にあります。 

 

この芦屋町の特徴として、まず挙げられるの

が、美しく豊かな自然です。特に玄海国定公園を望む海岸線の美しさにあります。遠賀

川を挟み東側は千畳敷や奇岩の連なる海岸線、西側は白砂青松を誇る海岸線と変化に富

んでいます。 

 

かつては、「芦屋千軒・関千軒」といわれたほど、交通や流通の重要な拠点として栄

え、今でも港町の風景が残っています。また、古い歴史を持つ神社仏閣や文化財が多く

存在し、古くは日本書記にも登場するなど、歴史・文化に富んだ町です。なかでも、芦

屋町の歴史を代表するものに「芦屋釜」が挙げられます。茶の湯釜として国の重要文化

財に指定されている 9点のうち 8点が芦屋町で製作された「芦屋釜」で、当時は一世を

風靡し、今でもその技術や美しさは茶道界では高く評価されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

芦屋海水浴場                洞山・千畳敷                  夏井ケ浜はまゆう公園 

芦屋釜の里                   芦屋釜 

芦屋釜製作の様子（湯入工程） 
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2 計画策定の⽬的 
 

（1）計画策定の⽬的 

福岡県が港湾管理者となり、昭和 61 年に整備さ

れた地方港湾芦屋港は、最近では非金属鉱物、

砂・砂利の移出入に一部が活用されていますが、

未利用地も多く、当初期待されていた遠賀、筑豊

地域などからの物流基地としての機能が十分発揮

できているとはいえない状況にあります。 

  しかしながら、芦屋港は背後地に広大な緑地帯

などを備え、一方で遠賀川河口に隣接し、多くの

背後人口を有することから、芦屋町の観光拠点と

して高いポテンシャルともつ港湾といえます。 

  また、芦屋町は北九州都市圏域からの観光レジャー地域として、周辺地域に比べ多く

の来訪者があることから、海岸線を活かした地方創生を掲げ、様々な施策を展開してい

ます。この中でも、芦屋港の活性化は芦屋町にとって大きな課題であるとともに、地方

創生の中心となるものであります。 

 

  このようなことから、芦屋町では、平成 21 年度から、港湾管理者である福岡県に対

し、観光レジャーの要素をもつ港としての用途変更や事業の推進について要望や協議を

重ねてきました。 

  平成 27 年度に福岡県による「芦屋港周辺における水辺の空間を活かした地域創生のた

めの基盤整備検討調査」が実施され、ニーズ調査（アンケート調査・ヒアリングなど）

や関係者による意見交換（芦屋港活性化検討委員会）などにより、芦屋港を活性化させ

るための活用方策や機能についてまとめられ、将来像（暫定案、将来案）が示されると

ともに、事業化にむけた課題が整理されたところです。 

  本計画では、福岡県による調査結果を踏まえ、事業化にむけて必要となる課題の調査

検討を図るとともに、具現化することを目的とします。このため、関係者協議の場とし

て「芦屋港活性化推進委員会」（町の附属機関）を設置するとともに、利用者ニーズや

商圏分析などのマーケティング調査、詳細な経営分析、管理運営に関する詳細検討を踏

まえ、策定するものです。 

 

  この芦屋港活性化基本計画は、今後の事業化にむけた指針となるほか、芦屋港の用途

を定めた港湾計画を福岡県において改定する際の参考資料として、芦屋町の考え方を示

すものです。 

 

  

芦屋港全景（福岡県資料より）
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3 これまでの経緯と検討の⽅向性 
 

（1）経緯 

    芦屋港の活性化においては、港湾管理者である福岡県に対し、芦屋町から要望をはじ

めたことから、国土交通省や福岡県の協力のもと、様々な取り組みが行われてきまし

た。 

   また、芦屋港の活性化は芦屋町の地方創生の最重要事項として、芦屋町議会におい

ても、福岡県知事に対する意見書の提出や、全議員で構成する「芦屋港湾活性化特別

委員会」を設置し調査などを行ってきました。 

 

 

平成 21 年度 芦屋港の活性化について、港湾管理者の福岡県に要望開始 

平成 22 年度 福岡県によるニーズ調査（住民アンケート）実施 

平成 24 年度 芦屋港港湾計画の改訂（あしやの里浜づくり事業実施のため） 

平成 27 年度 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋港活性化会議（国土交通省、福岡県、芦屋町による三者協

議） 

福岡県による「芦屋港周辺における水辺の空間を活かした地域創

生のための基盤整備検討調査」の実施 

（アンケート調査、関係者による意見交換（芦屋港活性化委員

会）などにより将来像と課題を示した） 

芦屋町議会による「芦屋港の活用・活性化の推進を求める意見

書」を福岡県知事に提出 

芦屋町議会による「芦屋港湾活性化特別委員会」の設置 

平成 28 年度 調査検討を踏まえた、福岡県と芦屋町による事務協議 

平成 29 年度 
芦屋町による「芦屋港活性化推進委員会」設置 

芦屋町によるマーケティング調査、基本計画策定（30 年度まで）

平成 30 年度 
芦屋町議会による「芦屋港活性化の推進を求める意見書」を福岡

県知事に提出 

    ＊関係各所への陳情・要望活動は平成 21 年度以降毎年実施 

 

 

〔参考〕平成 27 年度に実施された福岡県による調査検討業務（次ページ） 
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（2）検討の⽅向性 

前ページにあるように「芦屋港周辺における水辺の空間を活かした地域創生のための

基盤整備検討調査」にて示された『今後の課題』をさらに調査検討し、より実現性のあ

る計画とするため、芦屋町において、平成 29 年度に検討体制を整え、それぞれの課題に

対して調査検討を重ねてきました。 

 

 ■芦屋町における検討体制の整備（事業の推進体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■平成 27 年度「芦屋港周辺における水辺の空間を活かした地域創生のための基盤整備検討

調査」において示された課題に対する対応 
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（3）本計画の位置づけ 

本計画は、平成 27 年度に福岡県により実施された「芦屋港周辺における水辺の空間

を活かした地域創生のための基盤整備検討調査」において示された将来像を事業化す

るための検討課題とされた事項に対して、詳細な調査・検討を行い、芦屋町が目指す

芦屋港レジャー港化の基本的な方向性を示すものです。 

このためこの計画は、「芦屋港第 5 次芦屋町総合振興計画・後期基本計画」『第５

章４節観光』に掲げられる主要施策及び、「芦屋町まち･ひと･しごと創生総合戦略」

における『政策目標Ⅰ 戦略 5 芦屋港レジャー港化』を具体化するための方向性を定

めるもので、これは、芦屋町の観光施策の方針を定めた「芦屋町観光基本構想」と密

接に関係しているため、連携しながら推進するものです。 

このように、本計画は、芦屋町の地方創生を担う重要な施策の 1 つとなります。 

また、芦屋町の都市計画に関する基本的な方針を定めた「芦屋町都市計画マスター

プラン」との整合を図っていく必要もあり、他にも関係する各種計画と連携を図りな

がら推進していくものです。 

さらに、港湾法に基づき芦屋港の用途を定めた「芦屋港港湾計画」が港湾管理者で

ある福岡県にて策定されています。レジャー港化にあたっては、この港湾計画を改定

する必要があります。本計画は、福岡県による港湾計画改定の際の参考資料として、

芦屋町の考え方を示す位置づけもあります。 

 

 

■芦屋港活性化基本計画と関連計画との位置づけ 
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■第 5次芦屋町総合振興計画 後期基本計画 第５章 第２節 抜粋 
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■芦屋町まち･ひと･しごと創生総合戦略 抜粋 
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■芦屋町観光基本構想（平成 25 年 4 月策定）基本戦略、基本施策 抜粋 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 


